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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,81 45,18 +0,37 40,43 +4,75

USD / BRL Spot BRL 2,1860 2,2017 +0,0157 2,4128 -0,2111

USD / JPY Spot JPY 97,94 99,45 +1,51 97,55 +1,90

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.703 55.096 -607 51.574 +3.522

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,0 151,3 +6,3 213,5 -62,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,36 11,35 -0,01 11,94 -0,59

DI Future Apr14（金利先物） % 9,52 9,53 +0,01 9,75 -0,22

3 Months US Dollar Libor % 0,252 0,250 -0,002 0,263 -0,013

CRB Index（国際商品指数） Index 289,5 290,5 +1,0 293,1 -2,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年9月20日

Indicator Unit 9月18日

昨日のドルレアルスポット相場は、予想を上回る良好な米経済指標を受けてドル買い戻しとなる展開
でした。朝方は前日比と変わらない２．１８台後半で始まりましたが、雇用・住宅・景況感指数等の米指標
が予想を上回ったことからドルが買い戻される展開となり、２．２１台前半へドル上昇となりました。その後、
２．２１を挟んでもみ合いとなりましたが、結局２．２０台前半で引けています。

レアルは直近１ヶ月間で大幅に上昇してきましたが、主な要因としては介入プログラムのコミットや米緩和
策縮小見送りなどによって行き過ぎたレアル安が巻き戻されたためであると思われます。米緩和策縮小
見送りについては思惑に振らされながらも目先レアルを支える可能性がありますが、ブラジル自体に顕著
な改善見通しがあるわけではないのでレアル高がトレンドになるかは未だ疑問が残ります。しかしながら、
マンテガ財務相は最近のレアル急騰を受けて安心したのか介入プログラムの停止を示唆しました。現状
水準の居心地が良いことを市場に暗示しているのかもしれませんが、コミットメントを簡単に破棄する姿勢
は信認問題につながります。今後も米緩和策縮小への思惑と共に市場のボラティリティは高い状態が
続きそうです。
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